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Ⅲ　申告書等の記入例
1  償却資産申告書の記入例

※太線の中をボールペンで記入してください。

市（区）町村内における事
業所等資産の所在地
・沼津市内の所在地が２か
所以上ある場合は、それ
ぞれの所在地を記入し、
その主たる所在地の番号
を○で囲んでください。

借用資産
・借用資産の有無について
該当するものを○で囲ん
でください。なお、借用資
産がある場合は、貸主の
名称を記入してください。

事業所用家屋の所有区分
・２棟以上の家屋を使用し
ている場合は、償却資産
が主に所在する家屋につ
いて、自己所有か借家か
該当する方を○で囲んで
ください。

評価額（ホ）・決定価格
（ヘ）・課税標準額（ト）
・電算処理により申告され
る方は記入してください。

事業種目
・事業種目はできるだけ具体的に記入してください。
・２以上の事業を営んでいる場合には、主な事業種目を記入してください。
  　例） 製造業×　→　削り節製造○
資本金
・法人は資本金額も記入してください。

事業開始年月（決算月）
・法人の場合は、当該法人の設立年
月（本社が沼津市外の場合は、沼
津市に事業所を開設した年月）と、
決算月を記入してください。

所有者の住所・氏名
・法人は法人の住所地を、個人の場合は住民登録の住所を
記入してください。
・方書（ビル名等）がある場合は、具体的に記入してください。
・法人は代表者の氏名を記入してください。
・変更があった場合は、二重線を引いて訂正してください。

前年前に取得したもの（イ）
・昨年までの申告に基づき取
得価額を印字してあります。
・今回初めて申告される方
は、令和7年１月１日現在所
有している資産の取得価額
の合計を種類別に記入して
ください。
前年中に減少したもの（ロ）
・令和6年１月２日から令和7
年１月１日までに減少した資
産の取得価額の合計を種
類別に記入してください。
前年中に取得したもの（ハ）
・令和6年１月２日から令和
7年１月１日までに取得し
た資産の取得価額の合計
を種類別に記入してくだ
さい。
計（ニ）
・令和7年１月１日現在の償
却資産の取得価額の合計
を記入してください。

この申告に応答する者の係及び氏名
・申告書の内容についての問い合わせ先となる方の部署、
氏名、電話番号 （日中の連絡先）を記入してください。
税理士等の氏名
・この申告書を税理士等が作成した場合は、その所属組
織、氏名（担当者名）、電話番号を記入してください。

備考
・資産の増減等について
該当番号を○で囲んでく
ださい。
・申告について特記すべき
連絡事項がある場合は
記入してください。
・登録資産の増加・減少が
ある場合は、必ず「種類
別明細書」を作成し、増
減申告をしてください。


